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山内の大地が雨に濡れ、しっとりとした情緒に包まれた４月９日。本

校体育館において、入学式を挙行いたしました。あいにくの空模様では

ありましたが、会場内は、春の訪れを感じさせる温かさと、新生活への

期待に満ちた心地よい緊張感に包まれました。

この日のために、新二、三年生は、心を込めて準備をしてくれました。

新入生が気持ちよく登校できるように、隅々まで掃除を行い、花を飾り、

丁寧に椅子を並べる上級生の姿がありました。「後輩を温かく迎えよ

う」という先輩たちの姿勢が、式場の厳粛な雰囲気を盛り上げてくれま

した。

式が始まり、担任から一人ひとりの名前が読み上げられると、新入生

からは、すがすがしく、力強い返事が返ってきました。その声からは、

中学生になったという自覚と、これからの生活に対する前向きな決意が

ひしひしと伝わってきました。また、新入生代表の「誓いの言葉」では、

これから始まる中学校生活への期待や、学習、部活動に励みたいという

力強い決意が述べられました。

新入生６１名が１日も早く学校に慣れ、

自分らしく輝けるよう、教職員一同、全力

でサポートしてまいります。保護者の皆様、

地域の皆様にも、生徒たちを温かく見守っ

ていたただけると幸いです。

❖第６８回入学式：希望を胸に新しい一歩を❖

●先輩が築いた「歓迎の舞台」

●体育館に響いた、すがすがしい返事と「誓いの言葉」

入学式から一週間。今週は、一年生が一日も早く新しい生活に慣れる

ための「ウェルカム・ウィーク」になりました。中学校生活のルールを

学ぶオリエンテーションに始まり、各部の個性が光った部活動紹介、ク

ラスや学年の絆を深める学年レクリエーションなど、盛りだくさんの行

事が行われました。

なかでも大きな盛り上がりを見せたのが、生徒会主催の「新入生歓迎

会」です。全校生徒で行った「じゃんけん列車」では、学年の垣根を越

えて長い列が作られ、体育館は熱気に包まれました。

最初は、緊張した面持ちだった一年生も、

レクリエーションや先輩たちとの交流を通

じて、少しずつ柔らかな表情を見せるよう

になっています。今後も、さらに笑顔を広

げていってしてほしいと思います。

❖笑顔の花咲く一週間❖
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